
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
後
の
市
の
対
応
と

　

基
幹
水
利
施
設
の
管
理
費
負
担

保
苅　

浩
（
翔
政
会
）

　
　

市
の
補
助
事
業
で
多
く
の
防
犯
カ

メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
犯
罪
捜
査

に
は
有
効
な
資
料
と
な
る
反
面
、
不
適

切
な
運
用
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害

な
ど
が
危
惧
さ
れ
る
た
め
、
設
置
後
も

管
理
状
況
を
確
認
す
る
な
ど
市
と
し
て

一
定
の
関
与
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

今
後
は
補
助
事
業
に
よ
る
設
置
者

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
設
置

後
の
管
理
・
運
用
の
現
状
確
認
や
注
意

喚
起
を
図
る
と
と
も
に
、
設
置
効
果
や

活
用
事
例
の
把
握
に
努
め
て
い
く
。

　
　

低
平
地
に
位
置
す
る
本
市
に
と
っ

て
水
害
の
防
止
に
不
可
欠
な
排
水
機
場

な
ど
の
基
幹
水
利
施
設
は
、
公
共
性
、

公
益
性
の
高
い
施
設
で
あ
る
。
施
設
の

整
備
や
管
理
に
係
る
本
市
の
支
援
・
取

り
組
み
状
況
と
農
家
の
管
理
費
負
担
軽

減
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

　
　

農
家
負
担
の
軽
減
に
向
け
、
関
係

機
関
と
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
管
理
費

に
お
け
る
行
政
と
農
家
の
負
担
割
合
に

つ
い
て
も
合
理
性
を
検
証
し
て
い
く
。

保
育
士
な
ど
へ
の
ワ
ク
チ
ン
の
優
先
接
種
と

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
支
援
の
拡
大

石
附　

幸
子

（
市
民
ネ
ッ
ト
に
い
が
た
）

　
　

多
数
の
子
ど
も
と
接
す
る
保
育
士

や
学
校
の
教
職
員
な
ど
が
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
の
優
先
接
種
対
象
と
な
っ
た
。

接
種
会
場
や
予
約
の
取
り
や
す
さ
、
夜

間
接
種
や
特
別
休
暇
制
度
な
ど
の
現
場

の
ニ
ー
ズ
を
吸
い
上
げ
、
効
率
的
な
接

種
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

　
　

多
様
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
は
承

知
し
て
お
り
、
夜
間
や
土
日
の
接
種
を

増
や
す
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
が
、
今

後
も
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
て
い
く
。

　
　

本
市
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
１
年
が
た

つ
。
宣
誓
し
た
同
性
カ
ッ
プ
ル
を
、
結

婚
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
結
婚
応
援
パ

ス
ポ
ー
ト
事
業
な
ど
の
対
象
と
し
た
こ

と
を
評
価
す
る
が
、
犯
罪
被
害
者
等
見

舞
金
支
給
事
業
で
の
位
置
付
け
を
伺
う
。

　
　

遺
族
見
舞
金
に
つ
い
て
は
、
宣
誓

制
度
に
基
づ
き
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
形
成
し
て
い
る
同
性
カ
ッ
プ
ル
を
、

事
実
上
婚
姻
関
係
に
あ
っ
た
者
と
み
な

し
、
支
給
対
象
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

●犯罪被害者等見
舞金支給事業

　犯罪の被害に
遭った方やその遺
族に対し、犯罪被
害によって生じる
経済的な負担を軽
減できるよう、重
傷病見舞金や遺族
見舞金を支給する
制度。

　

７
月
１
日
の
本
会
議
で
行
わ
れ
た
各

常
任
委
員
長
報
告
の
要
旨
で
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
全
般

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
た
が
、

先
行
き
は
い
ま
だ
に
不
透
明
で
あ

り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
見
据
え
、

機
動
的
か
つ
柔
軟
な
財
政
出
動
を
望
む
。

●
令
和
２
年
度
一
般
会
計
決
算
見
込
み

　

約
30
億
円
の
繰
越
金
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
苦
し
む
市
民
や
飲
食
店
、
宿
泊
業
な

ど
の
業
界
の
要
望
に
応
え
、
早
期
に
政

策
を
立
て
る
か
、
基
金
に
積
み
立
て
る

な
ど
、
市
民
生
活
改
善
の
た
め
に
、
有

効
活
用
を
図
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

●
中
学
校
空
調
設
備
更
新
事
業

　

工
事
の
完
了
ま
で
、
子
ど
も
や

教
職
員
の
体
調
に
影
響
が
な
い
よ

う
対
策
を
求
め
る
。

総 務文教経済

正
に
行
う
こ
と
を
望
む
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
金

　

寄
り
添
っ
た
支
援
と
早
急
な
支
給
、

相
談
体
制
の
強
化
や
人
員
不
足
へ
の
対

応
策
を
求
め
る
。
ま
た
困
窮
者
の
実
態

把
握
に
努
め
る
こ
と
を
望
む
。

●
新
潟
駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事

業
　

新
潟
駅
周
辺
へ
の
民
間
投
資
に

も
つ
な
が
る
側
面
が
あ
る
た
め
、

適
切
な
予
算
執
行
に
努
め
、
関
係
機
関

と
意
思
疎
通
を
図
り
な
が
ら
、
事
業
を

推
進
す
る
こ
と
を
望
む
。
ま
た
事
業
の

進し
ん
ち
ょ
く捗
状
況
や
見
通
し
に
つ
い
て
、
周

辺
の
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
も
併
せ
、
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
、
情
報
公
開
を
図

る
こ
と
を
望
む
。

●
除
雪
体
制
の
充
実

　

除
雪
資
機
材
な
ど
を
計
画
的
に
更
新

し
、
万
全
を
期
す
こ
と
を
望
む
。

　

さ
ら
な
る
予
算
措
置
を
望
む
と
と
も

に
、
行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
こ
と
を
望
む
。

環境建設

　

今
後
も
適
切
に
改
修
、
修
繕
し
て
い

く
こ
と
を
望
む
。

●
新
潟
市
農
業
委
員
会
の
委
員
等
の
定

数
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

農
業
の
担
い
手
不
足
解
消
と
、
多
様

な
農
業
者
の
声
を
地
域
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
女
性
や
若
者
が
農
業
従
事
者
と

し
て
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
委
員

の
人
材
の
掘
り
起
こ
し
に
取
り
組
む
こ

と
を
望
む
。

●
女
性
つ
な
が
り
サ
ポ
ー
ト
事
業

　

支
援
が
行
き
届
き
に
く
い
女
性

を
掘
り
起
こ
し
、
事
業
終
了
後
も
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の
協
力
連
携
体
制

を
深
化
さ
せ
、
新
た
な
施
策
の
展
開
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
望
む
。

●
新
潟
市
地
域
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
改
正

　

営
利
、
宣
伝
ま
た
は
営
業
上
の
目
的

で
の
利
用
を
許
可
す
る
こ
と
は
、
民
間

活
力
を
活
用
し
た
初
め
て
の
試
み
と
し

て
評
価
す
る
が
、
行
き
過
ぎ
た
物
販
行

為
と
な
ら
ぬ
よ
う
、
規
則
や
指
定
管
理

者
選
定
時
の
仕
様
書
な
ど
に
定
め
、
適

市民厚生

常
任
委
員
長
報
告
の
要
旨

単位（円）

� 会派名など

支出項目など

翔政会
（26人）

日本共産党
新潟市議会
議員団
（５人）

民主
にいがた
（５人）

新潟市
公明党
（４人）

新市民
クラブ
（４人）

市民ネット
にいがた
（３人）

無所属
（１人）

無所属
（１人）

無所属
（１人） 合計

収　　　入 46,800,000 10,350,000 9,000,000 7,200,000 7,170,000 5,400,000 1,440,000 1,440,000 1,440,000 90,240,000

支
　
　
　
出

調 査 研 究 費 2,862,665 314,351 330,219 306,098 213,091 250,224 899 117,293 56,733 4,451,573

研 修 費 77,346 35,880 0 0 0 0 0 4,200 0 117,426

広 報 費 21,546,829 6,784,960 2,813,167 4,567,082 3,084,556 4,628,838 1,439,101 851,873 0 45,716,406

広 聴 費 487,000 0 0 0 0 0 0 0 0 487,000

要請・陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

会 議 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資 料 作 成 費 0 0 0 0 132,000 12,584 0 190,000 0 334,584

資 料 購 入 費 1,345,634 536,122 365,997 822,918 340,699 85,222 0 119,472 22,729 3,638,793

人 件 費 3,083,103 1,533,567 180,000 0 45,000 93,132 0 0 0 4,934,802

事 務 所 費 2,329,269 499,478 1,045,128 0 210,769 330,000 0 22,365 0 4,437,009

計 31,731,846 9,704,358 4,734,511 5,696,098 4,026,115 5,400,000 1,440,000 1,305,203 79,462 64,117,593

残　　　額 15,068,154 645,642 4,265,489 1,503,902 3,143,885 0 0 134,797 1,360,538 26,122,407

●政務活動費の交付額は、会派が「会派交付（所属議員数×月額150,000円）」または「会派および議員交付（会派交付分：所属議員数×月額30,000円、議員交付分：月額120,000円）」
の２通りから選択することにしています。また会派に属さない議員（無所属）には、議員交付分の月額120,000円を交付しています。　●紙面の都合上、表は会派別に会派交付分と議
員交付分の合計を記載しています（日本共産党新潟市議会議員団、市民ネットにいがたは会派交付を選択）。会派交付分および議員交付分の内訳は市議会ホームページに掲載していま
す。　●各会派の人数は、令和３年４月30日（政務活動費収支報告書提出期限）時点の人数を記載しています。　●政務活動費収支報告書と領収書などの支払証拠書類は、議会事務局
で閲覧することができます。写しが必要な場合は1面につき10円を負担いただきます。また市議会ホームページでもご覧いただけます。                         

令和２年度　政務活動費執行状況　（令和２年４月～令和３年３月交付分）

■市立万代高校（令和３年７月７日）
　市議会では、主に中学生・高校生を対象に、主権者教
育の推進に取り組んでおり、未来の有権者が選挙・地方
自治制度への理解を深め、自分たちの住む地域社会の諸
課題を見いだし、解決に向け自ら参画する意欲の醸成を
図っています。
　７月７日に金子副議長および議員９人が万代高校（中
央区）を訪れ、１年生246人と共に「交通事故多発地点の
対策」についての模擬市議会をロールプレイング方式で
行い、生徒の代表の皆さんから議長、市長、議員役を体
験してもらいながら、合意形成や意思決定についての学
びを支援しました。
　市議会は、今後も積極的に主権者教育に協力していき
ます。

主権者教育推進への取り組み

模擬市議会の様子

にいがた市議会だより5 令和３年（2021年）８月１日

●目の不自由な方を対象に市議会だより点字版・音声版（デイジー版、一般用ＣＤ版）を申し込みにより郵送しています。希望される方は議会事務局調査法制課へ☎025−226−3385（直通）


